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2024 年 2 月 13 日（火） 

地域コミュニティ活性化に向けて行政が果たす役割 

総務省地域力創造ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ／福岡県地域づくりｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ／福岡県安全・安心まちづくりｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

福岡県ながら防犯啓発ｲﾍﾞﾝﾄ実行委員会 会長／福岡県中山間地域活性化協議会 会長 

㈱まちづくり計画研究所 代表取締役 今泉 重敏 

 

１．エリアコミュニティとテーマコミュニティ 

 

 

２．地域コミュニティとは 

 

 

３．地域コミュニティの現状 

 

 

４．なぜ地域コミュニティが必要か 

（地域コミュニティが消滅・崩壊したらどうなるの？） 

 

５．地域コミュニティと地域づくり（まちづくり） 

 

 

 

６．地域コミュニティの活性化とは・・・活性化した状況をイメージできますか？ 

 

 

 

７．地域コミュニティの将来像の共有 

 

 

８．小さな成功事例で自信を付けよう！（地域で一歩踏み出す） 

 

 

９．地域コミュニティ活性化に向けての行政の役割 

 

 

１０．会議等を盛り上げるためのコツ（今泉流） 

 

 

 

 

 

自己中心的な人が増えたな～  

自

治

会

長 

自治会に入らなくても生活できる！ 
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１１．その他 

◎人の話をうまく終わらせる方法を教えます！ 

 
◎「仮想代理体験」が豊富な人になろう！ 
 
◎アイデアを出すためのチェック・リスト（これでアイディアが出てくる） 

□これに似たものはないか？  □どこかを変えたらどうか？ □色を変えたらどうか？  

□形を変えたらどうか？   □位置を変えたらどうか？     □材料を変えたらどうか？                  

□順序を変えたらどうか？   □実施時期や時間帯を変えたらどうか？ 

□参加対象者を変えたらどうか？ □対象地区を変えたらどうか？ 

□席順を変えたらどうか？  □文字を変えたらどうか？ 

□大きくしたら、小さくしたらどうか？ □多くしたら、少なくしたらどうか？ 

□上にしたら、下にしたらどうか？   □上下を入れかえたらどうか？ 

□裏返しにしたらどうか？ □逆にしたらどうか？         □斜めにしたらどうか？ 

□平面にしたら、立体にしたら、球にしたら、丸くしたら、四角にしたら、三角にしたら、円筒にしたら、 

その他の形にしたらどうか？ 

□硬くしたら、軟らかくしたらどうか？ □太くしたら、細くしたらどうか？ 

□高くしたら、低くしたらどうか？      □長くしたら、短くしたらどうか？ 

□厚くしたら、薄くしたらどうか？     □２倍にしたらどうか、半分にしたらどうか？ 

□結合したら、分割したらどうか？      □夏向きにしたら、冬向きにしたらどうか？ 

 
◎まちづくりの 2・6・2 の法則（これを頭に入れておくと仕事がやりやすい） 
新しいことをやろうと思うと、2 割は前向きで賛成。2 割は何やっても反対。6 割は様子見。 

 

◎地域の行事をカルテで整理しよう！（行事の概要がこの表 1 枚でよくわかる） 
会長や役員が代わってもこれで安心！どうしてこの事業をやるのか、このカルテで一目瞭然。

時代に即した新規事業を追加。時代に合わない事業は、休止もしくは廃止。 

 

◎「幸福な人生を送るには」（７５年間に亘るハーバード大学の研究結果）ビデオ約 14 分 

  人間関係がうまくいっている人ほど幸せに！・・・質の高い人間関係の構築がポイント 

    このビデオを地域コミュニティ組織の役員に見てもらい、元気になってもらおう！ 

                   ～ メ モ ～ 
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 ≪今泉重敏 プロフィール≫ 

まちづくりや地域おこしに関する調査・研究、市町村の総合計画、観光まち

づくり計画、農業振興計画策定等を専門的に行う。特に地域の特性を踏まえ

た、すぐにでも実践可能な、ユニークな、楽しい特色ある計画づくりが得意。

福岡県の重点事業の一つ、安全・安心のまちづくりの切り札とも呼ばれる 

“ながら防犯”の発案者。グループごとに、新聞やチラシなどを使いながら

ビジュアルに意見や提案書を模造紙にまとめていくというワークショップ

手法は、今泉方式として県内外に広がりつつある。行政と連携しながら小学

校区等単位のまちづくりの仕掛け人としても活躍中。30 歳まで久山町役場

職員を経験した、約１万人の人的ネットワークを持つまちづくりコーディネーター。これまで三十数年

間、行政等から委託を受けたまちづくり事業や報告書作成業務は、150 以上にも上る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


